
☆☆☆ プログラム ☆☆☆

◆13:30～13:40
開会あいさつ
（公財）おかやま環境ネットワーク理事　里海づくり推進部会　部会長
NPO里海づくり研究会議　理事・事務局長	 田中　丈裕　氏

◆13:40～14:20
基調講演「世界をめぐる海　～海について知っておいてほしいこと～」
笹川平和財団海洋政策研究所　海洋研究調査部長
横浜国立大学総合統合的海洋教育・研究センター客員教授	 古川　恵太　氏

◆14:20～15:20 子ども達からの活動報告
岡山市立小串小学校「見つめ直そう　わたしたちの小串」

備前市立日生中学校「愚公山を移す～先輩の思いを受け継ぎ、後輩に思いを託す～」

岡山学芸館高等学校「海草と漁場海洋教育から学んだこと」

岡山県立笠岡工業高等学校「地域と連携したアマモ場再生活動への取組」

◆15:20～15:30 休憩

◆15:30～16:50 パネルディスカッション
「浜をつなぐ子ども達の里海づくり～学校と地域をつなぐ海洋教育を考える～」

〈コーディネーター：〉
九州大学名誉教授・NPO里海づくり研究会議　副理事長
（公財）国際エメックスセンター特別研究員	 柳　　哲雄　氏

〈パネリスト：〉 岡山市立小串小学校　教諭	 矢野　智美　氏
備前市立日生中学校　教諭	 藤田　孝志　氏
岡山学芸館高校　教諭	 柳　　雅之　氏
岡山県立笠岡工業高等学校　教諭	 大西　　豊　氏
日生町漁業協同組合　専務理事	 天倉　辰己　氏
笠岡市漁業協同組合　北木島支所長	 藤井　和平　氏
笹川平和財団海洋政策研究所　海洋研究調査部長	 古川　恵太　氏

◆16:50～17:00 閉会あいさつ（総評）

九州大学名誉教授・NPO里海づくり研究会議副理事長	 柳　　哲雄　氏

〈司　会〉 生活協同組合おかやまコープ全体理事	 金高　さおり氏
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笹
川
平
和
財
団
海
洋
政
策
研
究
所
　
海
洋
研
究
調
査
部
長
�

横
浜
国
立
大
学
　
統
合
的
海
洋
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
�

N
P
O
法
人
　
海
辺
つ
く
り
研
究
会
　
理
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
恵
太
�

海
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

 
1.
 
世
界
を
め
ぐ
る
海
の
恵
み

 
• 
大
き
い
海

 
• 
つ
な
が
る
海

 
• 
作
り
出
す
海

 
• 
た
め
込
む
海

 
• 
育
む
海

 
2.
 
海
の
恵
み
と
私
た
ち

 
• 
身
近
な
海
と
生
き
物

 
• 
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
（
多
様
性
が
支
え
る
恵
み
）

 
• 
自
然
の
係
わ
り
、
人
の
係
わ
り

 
• 
ア
マ
モ
場
の
恵
み

 
3.
 
世
界
を
め
ぐ
る
海
の
危
機

 
• 
温
暖
化
し
て
い
る

 
• 
ゴ
ミ
が
あ
ふ
れ
て
い
る

 
• 
酸
性
化
し
て
い
る

 
• 
酸
素
が
な
く
な
っ
て
い
る

 
4.
 
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち

 
• 
持
続
可
能
な
開
発
目
標
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．
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海
洋
の
大
循
環
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
流
と
風
　

 
（
サ
イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ン
ド
ウ
、
科
学
技
術
振
興
機
構
：
ht

tp
://

sc
ie

nc
ew

in
do

w.
js

t.g
o.

jp
/h

tm
l/s

w
50

/s
p-

00
4）
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海
洋
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a量
（
紫
が
少
く
、
赤
が
豊
か
）
と
陸
上
植
生
指
標
（
青
が
豊
か
、
茶
色
が
単
調
）
 

（
ht

tp
s:

//c
dn

.cu
ri

os
oa

nd
o.

co
m

/w
p-

co
nt

en
t）
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日
本

の
里

山
・
里

海
評

価
，

20
10

．
里

山
・
里

海
の

生
態

系
と

人
間

の
福

利
:  

日
本

の
社

会
生

態
学

的
生

産
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

  
，

国
際

連
合

大
学

，
東

京
．
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生
物

多
様

性
（
暖

色
）
と

人
為

的
影

響
（
灰

色
）
の

大
き

い
海

域
　

 
（
ht

tp
://

co
m

lm
ap

s.
or

g/
oc

ea
nl

ife
m

ap
/p

as
t-p

re
se

nt
-fu

tu
re

）
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 “大
阪
の
渚

”よ
り
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生
物

多
様

性
と

人
間

の
幸

福
/
健

康
�

M
ill
e
n

n
iu

m
 E

c
o
s
ys

te
m

 
A

s
s
e
s
s
m

e
n

t,
 2

0
0

5
�

⽣
態
系
サ
ー
ビ
ス

サ
ポ
ー
ト
機
能

・
栄
養
の
循
環

・
土
壌
の
形
成

・
一
次
生
産

・
そ
の
他

供
給
サ
ー
ビ
ス

・
食
糧
・
水

・
燃
料
・
木
材
と
繊
維

・
そ
の
他

調
整
サ
ー
ビ
ス

・
気
候
調
整
・
洪
水
調
節

・
疾
病
制
御
・
水
質
浄
化

・
そ
の
他

文
化
的
サ
ー
ビ
ス

・
審
美
的
価
値
・
精
神
的
価
値

・
教
育
的
価
値
・
娯
楽
的
価
値

・
そ
の
他

地
球
の
生
命
－
生
物
多
様
性

基
盤
サ
ー
ビ
ス

 

生
�

�
�

�
�

�
�

２
．

�
の

�
�

と
�

�
�

�

− 2−
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�
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�

世
界
的

地
域
的

局
所
的 人
類
の
繁
栄
、
貧
困
の
軽
減

・
健
康
の
維
持

・
環
境
の
維
持

・
経
済
の
維
持

・
文
化
の
維
持

・
機
会
均
等
性

間
接
的
な
変
化
要
因

・
人
口

・
経
済
（
貿
易
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）

・
社
会
政
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
組
織
、
法
体
系
等
）

・
科
学
技
術

・
文
化
・
宗
教
（
な
に
を
犠
牲
と
す
る
か
の
選
択
等
）

直
接
的
な
変
化
要
因

・
地
域
の
土
地
利
用
・植
生
変
化

・
種
の
駆
逐
、

・
富
栄
養
化
、
汚
染

・
水
文
施
設
の
構
築

・
水
利
用
の
変
化

・
気
候
変
動

地
球
の
生
命
：
生
物
多
様
性

生
態
系
サ
ー
ビ
ス

・
供
給
（
食
物
、
淡
水
、
燃
料
、
遺
伝

子
ソ
ー
ス
等
）

・
調
節
（
機
構
、
水
、
防
災
等
）

・
文
化
（
精
神
的
、
美
的
等
）

・
基
盤
（
一
次
生
産
、
物
質
循
環
等
）

「
賢

い
利

用
」
の

概
念

 
（
R

A
M

S
A

R
事

務
局

 
　

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

)よ
り

	

み
ん
な
良
い

 
み
ん
な
の
係
わ
り

 

自
然
の
係
わ
り

 
み
ん
な
違
う

 

２
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�

世
界
的

地
域
的

局
所
的 人
類
の
繁
栄
、
貧
困
の
軽
減

・
健
康
の
維
持

・
環
境
の
維
持

・
経
済
の
維
持

・
文
化
の
維
持

・
機
会
均
等
性

間
接
的
な
変
化
要
因

・
人
口

・
経
済
（
貿
易
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）

・
社
会
政
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
組
織
、
法
体
系
等
）

・
科
学
技
術

・
文
化
・
宗
教
（
な
に
を
犠
牲
と
す
る
か
の
選
択
等
）

直
接
的
な
変
化
要
因

・
地
域
の
土
地
利
用
・
植
生
変
化

・
種
の
駆
逐
、

・
富
栄
養
化
、
汚
染

・
水
文
施
設
の
構
築

・
水
利
用
の
変
化

・
気
候
変
動

地
球
の
生
命
：
生
物
多
様
性

生
態
系
サ
ー
ビ
ス

・
供
給
（
食
物
、
淡
水
、
燃
料
、
遺

伝
子
ソ
ー
ス
等
）

・
調
節
（
機
構
、
水
、
防
災
等
）

・
文
化
（
精
神
的
、
美
的
等
）

・
維
持
（
一
次
生
産
、
物
質
循
環

等
）

み
ん
な
良
い

 
人
の
係
わ
り

 

自
然
の
係
わ
り

 
み
ん
な
違
う

 

ア
マ
モ
場
再
生
？

再
生
が
進
ま
な
い

参
加
し
な
い

ど
う
な
る
の
？

な
ぜ
大
切
な
の
？

「
関
係
な
い
」

「
め
ん
ど
く
さ
い
」

じ
ゃ
ま
し
て
や
れ

な
に
を
す
る
の
？

楽
し
く
な
い
！

中
⼼
問
題

↓
原
因

↑
波
及

ア
マ
モ
の
生
え
る
海
底

（
砂
～
砂
ま
じ
り
泥
）

光
が
届
く

（
濁
り
に
よ
り
浅
く
な
る
）

ア
マ
モ
の
生
え
る
範
囲

波
の
力
が
弱
い

（
浅
い
と
強
く
な
る
）

�
�
�
�
�
�
�
�

２
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

暑
く
て
、
酸
っ
ぱ
く
て
息
が
で
き
な
い
海

 
（
プ
リ
マ
ス
海
洋
研
究
所

, 2
01

5）
 

世
界
の
平
均
気
温
の
年
変
化

 
（

IP
C

C
レ
ポ
ー
ト

 A
R

5,
 2

01
3）

 

19
01
年
か
ら

20
12
年
の

 
表
面
温
度
の
変
化
率
（
％
）

 
（

IP
C

C
レ
ポ
ー
ト

 A
R

5,
 2

01
3 ）

 

３
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

12
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

海
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
IC

P-
17

, 2
01

5）

３
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

− 3−
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�
�
�
�
�
�
�
�

３
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�
�
�
�
�
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�
�

長
期
公
共
用
水
域
デ
ー
タ
か
ら
見
た
酸
性
化
の
傾
向

 
（

JA
M

S
TE

C
, 2

01
7）

 

Δp
H
≦
-0
.0
1

-0
.0
1
≦
Δp

H
<-
0
.0
0
8

-0
.0
0
8
≦
Δp

H
<-
0
.0
0
6

-0
.0
0
6
≦
Δp

H
<-
0
.0
0
4

-0
.0
0
4
≦
Δp

H
<-
0
.0
0
2

-0
.0
0
2
≦
Δp

H
<0

.0

33
2 
点
で

 
上
昇
を
確
認

 

海
表
面
の

pH
の
変
化
量
の
予
測
値
（

20
81
年

-2
10

0年
の
平
均

) 
（

IP
C

C
レ
ポ
ー
ト

 A
R

5,
 2

01
3）
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

貧
酸

素
水

隗
の

広
が

り
＝

 D
ea

d 
Zo

ne
	

（
D

ia
z 

an
d 

Ro
se

nb
er

g,
 2

00
8）

３
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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４
．
�
�
�
�
�
�
�
�
�

写
真
出
典
：

iis
d 

E
N

B
 ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 
写
真
出
典
：

iis
d 

E
N

B
 ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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国
連
海
洋
会
議
�

2
0
1
7
年
6
月
5
－
9
日
に
国
連
本
部
で
開
催
�

•
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
連
会
議
と
し
て
約
4
,0
0
0
の
代
表
団
が
参
加
�

•
フ
ィ
ジ
ー
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
ホ
ス
ト
国
、
議
長
を
務
め
た
�

�
�
�
�
�
開
�
�
�
�

４
．
�
�
�
�
の
�
た
�
�

− 4−



見
つ
め
直
そ
う
わ
た
し
た
ち
の
小
串

 
～
ふ
る
さ
と
小
串
の
海
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
�

岡
山
市
立
小
串
小
学
校
　
５
・
６
年
生
	

話
し
合
い
	

　
小
串
の
い
い
と
こ
ろ

海
岸
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
�

ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
て
い
る
�

　
の
り
の
色
落
ち
�

今
の
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
児
島
湾

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
光
南
台

ア
マ
モ
再
生
活
動

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
児
島
湾

− 5−



ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
光
南
台

ア
マ
モ
と
は
・
・
・

・
海
に
生
息
す
る
海
草
の
一
種

・
稚
魚
の
住
処
と
な
る

・
酸
素
を
供
給
す
る

ア
マ
モ
再
生
活
動

海
の
ゆ
り
か
ご
	

ア
マ
モ
再
生
活
動

ア
マ
モ
再
生
活
動

− 6−



ア
マ
モ
再
生
活
動

種
植
え

ア
マ
モ
再
生
活
動

ア
マ
モ
再
生
活
動

− 7−



鱈

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
	

− 8−



海
と
人
に
学
び
，共

に
生
き
る
日
生
中
学
校

~
先

輩
か
ら
後

輩
へ
、受

け
継

い
だ
５
年

間
~

岡
山

県
備

前
市

立
日

生
中

学
校

１・
２
年

生
代

表

海
に

学
ぶ

…
 カ

キ

４
月

日
生

漁
協

に
つ

い
て

学
ぶ

５
月

カ
キ

の
種

付
け

１１
月

生
育

状
況

の
観

察

２
月

カ
キ

の
収

穫

海
に

学
ぶ

…
ア
マ
モ

５
～
６
月

流
れ

藻
の

回
収

９
～
１０

月
ア
マ
モ

の
種
の

選
別
・
種
ま
き

流
れ

藻
の

回
収

0
作
業
内
容
〇

•海
に
流
れ
て
い
る
ア
マ
モ
を
船
に
乗
つ
て
回
収
す
る

・船
に
回
収
し
た
ア
マ
モ
を
乗
せ
て
い
き
、
ア
マ
モ
場
ま
で
運
ぶ

− 9−



ア
マ

モ
の

種
の

選
別

・
種

ま
き

•泥
と
ア
マ
モ
の
種
が
入
っ
て
い
る
袋
を
、

き
れ
い
に
す
る

・袋
か
ら
取
り
出
し
た
ア
マ
モ
の
種
を
か
こ
の
中
で
洗
い
、

沈
ん
で
い
る
種
だ
け
を
残
す

•残
っ
た
種
を
海
に
ま
く

人
に

学
ぶ

…
 「

聞
き

書
き

」

− 10 −



拡
が

り
と
深
ま
り
を
求
め

て

− 11 −



後
輩
に

プ
レ
ゼ

ン

日
生
西
小
に

出
前
授
業

－
ア
マ
モ

ポ
ッ
ト
作
成
－

「
聞

き
書

き
」
編

集
会

議
ご
静
聴
あ

り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

(^
o
^
)

− 12 −



M
ar
in
 

Ed
uc
at
io
n 

海
洋

学
習

岡
山

学
芸

館
高

等
学

校
医

進
コ
ー
ス

1年
16

名
お
よ
び
2年

5名
代

表
米

澤
葵

⾥
海
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｈ
３
０
．
０
１
．
２
７

Am
am

o
Pr
oj
ec
t

聞
き
書

き
Ki
Ki

G
ak
i

ア
マ
モ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
洋
学
習
の
内
容
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Co
lle
ct
in
g

Am
am

o
Pl
an

tin
g 

Am
am

o’
ss

ee
ds

M
ak
in
g 

Am
am

o
po

d

Am
am

o
Pr
oj
ec
t

聞
き
書

き
Ki
Ki

G
ak
i

ア
マ
モ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
洋
学
習
の
内
容
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12
月
17
⽇
〜
23
⽇
ま
で
、
1年

⽣
9名

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
研
修
に

⾏
っ
て
い
ま
す
。

現
地
の
⾼
校
と
の
交
流
で
「
海
洋
学
習
に
つ
い
て
」
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
し
て
き
ま
す
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

・
・
・

− 15 −



G
o 
To
 M

ya
nm

ar
 

Be
yo
nd

 T
he

 S
ea

次
は

「
聞
き
書
き
プ
レ
ゼ
ン
」

で
す
！

− 16 −



・
・ 

 
•

19
50

、
。

 •
代
々
漁
業
を
営
ん
で
き
た
家
に
生
ま

れ
る
。

•
兄
と
弟
が
い
て
、
三
人
の
息
子
を
持

つ
•
漁
師
が
嫌
で
実
家
を
出
て
九
州
で
泰

三
さ
ん
と
結
婚
す
る
も
、
ご
両
親
の

体
調
が
悪
く
な
り
、
日
生
に
戻
っ
て

漁
に
携
わ
る
こ
と
に
。

•
今
で
は
た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
、

楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

⾥
海
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 
 
Ｈ
３
０
．
０
１
．
�
�
�

漁
師
の
娘
、
妻
、
母
と

し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
の
か
…
� 妻
と
し
て
…

壺
網
漁
で
使
用
す

る
網
を
掃
除
す
る

作
業
を
全
面
的
に

担
当
！

娘
と
し
て
…

忙
し
い
両
親
の
代

わ
り
に
、
自
分
は

小
学
校
へ
行
か
ず

弟
の
面
倒
を
見
て

い
た
！
母
と
し
て
…

家
庭
で
は
中
心
的

な
立
場
で
、
喧
嘩

を
し
た
時
に
仲
裁

す
る
と
い
う
役
割

が
大
き
い
！

水
底
質
の
浄

化
！

魚
の
産
卵
床
や
小
魚

の
住
処
と
な
る
！

水
温
上
昇
と
二

酸
化
炭
素
の
排

出
の
抑
制
！

ア
マ
モ
の
種

を
海
に
撒
い

た
ら
…

栄
養
分
の
再

配
分
！

魚
に
酸
素
を
供

給
す
る
！

0

50
00

10
00
0

15
00
0

20
00
0

25
00
0

19
60

19
78

19
90

19
98

20
07

20
15

ア
マ
モ
場
の
推
移

一
度
は
急
激
に
減
っ
た

ア
マ
モ
も
、
喜
江
子
さ
ん

達
の
懸
命
な
努
力
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
再
生
し
て

き
て
い
る
！

提
供
:N
PO
法
人
　
里
海
づ
く
り
研
究
会
議

− 17 −



四
月
に
種
付

け
を
す
る

ア
マ
モ
の
森
林

の
中
で
は
２
０

０
種
類
以
上
の

生
物
い
る
よ
。

大
き
く
な
っ

て
い
く
！

海
の
中
の

様
子
！

11
月
ご
ろ
に

収
穫
す
る

い
ろ
い
ろ
な

生
物

海
が
再
生
さ
れ
る
と
新
た
な

栄
養
も
で
き
る
！

喜
江
子
さ
ん

の
期
待
…

ま
と
め

 

こ
の
よ
う
に
、
海
に
大

い
に
貢
献
し
て
き
た
藤

生
喜
江
子
さ
ん
は
、
ま

さ
に
海
の
宝
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

− 18 −



岡
⼭
学
芸
館
⾼
等
学
校
 
医
進
コ
ー
ス
�

春
名
⾼
歩
 
作
野
⻯
⼈
 
⼟
井
翠
 
服
部
蒔
季
 
福
⽥
楓
�

野
⼝
碧
希
 
⼤
森
彩
⾳
 
林
原
向
⽇
葵
 
剣
持
ま
ど
か
 
時
實
真
祐
�

�
 
医
進
コ
ー
ス
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�

⾥
海
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 
 
Ｈ
３
０
．
０
１
．
�
�
�

�
⽬
的
 
吉
井
川
河
⼝
と
⽇
⽣
湾
の
⼲
潟
を
⽐
較
�

仮
説
 
ア
マ
モ
場
形
成
に
よ
っ
て
漁
獲
量
が
回
復
�

� u
パ
ー
ト
Ⅰ
 
ベ
ン
ト
ス
⽐
較
�

u
パ
ー
ト
Ⅱ
 
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
⽐
較
�

u
パ
ー
ト
Ⅲ
 
ア
マ
モ
の
基
礎
研
究
�

u
パ
ー
ト
Ⅳ
 
ア
マ
モ
ポ
ッ
ト
育
成
実
験
（
研
究
中
）
�

 
 
� ★
ベ
ン
ト
ス
調
査
に
つ
い
て

⽔
域
で
底
⽣
⽣
活
を
⾏
う
⽣
物
�

�
浮
遊
⽣
活
者
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
�

遊
泳
⽣
活
者
は
ネ
ク
ト
ン
�

�

�
ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
の
⾙
類
�

ゴ
カ
イ
な
ど
の
環
形
動
物
�

カ
ニ
や
ウ
ニ
な
ど
 
��
��

岡
⼭
県
東
備
地
区
に
存
在
す
る
岡
⼭
学
芸
館
⾼
校
�
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吉
井
川
河
⼝
⼄
⼦
⼲
潟
�

� � � � � �
�
�
�
�
�
�
⼲
潟
�
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ウ ミ ニ ナ 平 均 ⻑ 径 ︵ ㎜ ︶ �
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15
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0 

 

35
0 

 

40
0 

 

45
0 

 

50
0 

 

0.
0 

 

50
.0

  

10
0.

0 
 

15
0.

0 
 

20
0.

0 
 

25
0.

0 
 

30
0.

0 
 

35
0.

0 
 

40
0.

0 
 

45
0.

0 
 

ウ ミ ニ ナ 個 体 数 �

湿 重 量 ︵ １ ㎡ あ た り ｇ ︶ �

結
論
 
ア
シ
と
ア
マ
モ
の
違
い
�

� � � � �
（
潮
間
帯
よ
り
深
い
場
所
）
�

↓
�

⼲
潟
の
ベ
ン
ト
ス
分
布
の
違
い
に
影
響
？
�

� � � �
	

潮
間
帯
�
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ア
マ
モ
の
発
芽
条
件
を
研
究
�

�
� �

■
⼄
⼦
⼲
潟
の
泥
で
順
調
に
ア
マ
モ
苗

育
成
中
！
�

■
溶
存
酸
素
・
硝
酸
態
窒
素
・
リ
ン
・

ｐ
Ｈ
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
�

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
 
岡
⼭
学
芸
館
⾼
校
医
進
コ
ー
ス
２
年
 

⽣
物
選
択
⽣
の
★
 
�

春
名
⾼
歩
 
作
野
⻯
⼈
�
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地
域
と
連
携
し
た

ア
マ
モ
場
再
⽣
へ
の
取
組

岡
⼭
県
⽴
笠
岡
⼯
業
⾼
等
学
校

環
境
⼟
⽊
科

環
境
班

３
年

奥
野
良
太
・
加
藤
侑
也
・
河
本
瑠
加

氷
上
剛
・
藤
井
海
⽃
・
藤
原
太
樹

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

笠
岡

工
業

高
校

に
つ

い
て

創
立

7
0
周

年
(H

2
6
.1

1
.7

)

電
⼦
機
械
科

電
気
情
報
科

環
境
⼟
⽊
科

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

ア
マ
モ
場
の
変
遷

ア
マ

モ
場

ガ
ラ

モ
場

合
計

大
正

1
4
年

1）
 4

,3
0
0
h
a 

‐
4
,3

0
0
h
a

昭
和

5
3
年

2）
 5

8
4
h
a

7
2
0
h
a

  
1
,3

0
4
h
a

平
成

元
年

3）
5
4
9
h
a

 3
8
5
h
a

9
3
4
h
a

平
成

７
年

4
）

 5
7
5
h
a 

3
0
8
h
a 

8
8
3
h
a

平
成

1
9
年

5）
1
,2

2
1
h
a 

1
7
6
h
a 

1
,3

9
7
h
a

平
成

2
7
年

6)
1
,8

4
5
h
a 

1
7
9
h
a

 2
,0

2
4
h
a

１
）

藻
場

魚
類

成
育

状
況

調
査

報
告

（
岡

山
県

）
２

）
第

２
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

）
３

）
第

４
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

）
４

）
岡

山
県

沿
岸

域
の

藻
場

調
査

（
岡

山
県

）
５

）
藻

場
分

布
状

況
調

査
（

岡
山

県
）

６
）

藻
場

分
布

状
況

調
査

（
岡

山
県

）

岡
山
県
の
ア
マ
モ
場
面
積
の
推
移

昭
和
20

～
30

年
頃

 

平
成
20

年

笠
岡
干
拓

に
よ

り
ア
マ

モ
場

が
消
失

ア
マ
モ
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ
て
い
た

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

環
境

土
木

科
に

つ
い

て

エ
コ

フ
ラ

ワ
ー

ポ
ッ

ト
の

製
作

中
国

地
区

測
量

競
技

大
会

平
板

の
部

第
2位

笠
工

テ
ク

ノ
工

房
を

通
じ

た
地

域
貢

献
活

動

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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笠
岡
湾
に
つ
い
て

以
前

の
よ

う
な

豊
か

な
生

態
系

を
取

り
戻

す
必

要
が

あ
る

ア
マ

モ
場

の
再

生
が

求
め

ら
れ

る

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

笠
岡
湾
の
変
化
に
つ
い
て
知
る

知
識

不
足

！

「
聞

き
書

き
」

に
参

加
し

笠
岡

湾
の

変
化

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

に
し

ま
し

た

聞
き
書
き

⼈
⽣
の
先
輩
を
訪
ね
、
知
恵
や
技
術
、
も
の
の
考
え
⽅
・

⽣
き
ざ
ま
な
ど
を
聞
き
、
話
し
こ
と
ば
だ
け
で
⽂
章
に

ま
と
め
る
活
動

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

活
動

場
所

森
中
憲
治
さ
ん
よ
り
ア
マ
モ
の

花
枝
の
⾒
分
け
⽅
を
教
わ
っ
て
い
る
様
⼦

神
島

寺
間

・
見

崎
地

区
K

as
ao

ka
Te

c.
 H

ig
h

Sc
ho

ol
里

海
交

流
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
18

/1
/2

7

聞
き

書
き

で
得

た
知

見

・
邪

魔
に

な
る

ほ
ど

ア
マ

モ
が

あ
っ

た

・
回

収
し

た
ア

マ
モ

は
肥

料
に

し
て

い
た

（
昔

は
四

国
の

方
か

ら
ミ

カ
ン

の
肥

料
に

す
る

た
め

ア
マ

モ
を

取
り

に
来

て
い

た
）

・
「

ア
マ

モ
が

な
い

海
は

死
ん

だ
海

」

・
地

球
温

暖
化

な
ど

環
境

変
化

に
よ

り
漁

獲
量

、
種

類
と

も
減

少
し

た
。

・
魚

を
増

や
す

た
め

の
協

定
や

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

ア
マ
モ
場
再
⽣
の
取
組
な
ど、
笠
岡
湾
の
環
境
の

変
化
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
こと
が
で
き
た

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

森
中
憲
治
さ
ん
よ
り
ア
マ
モ
の

花
枝
の
⾒
分
け
⽅
を
教
わ
っ
て
い
る
様
⼦

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

ア
マ
モ
の
花
枝
を
探
し
て
い
る
様
⼦

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

ア
マ
モ
場
再
生
へ
の
取
組

沢
⼭
の
花
枝
を
⾒
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
！

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

花
枝
を
⾒
つ
け
る
こ
と
に
慣
れ
た
！

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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ア
マ

モ
場

再
生

へ
の

取
組

ア
マ
モ
の
花
枝
に
詰
ま
っ
て
い
る
種
⼦
の
様
⼦

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

イ
カ
の
卵
が
産
み
付
け
ら
れ
て
い
た
ア
マ
モ

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

良
質
な
種
⼦

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

地
元
の
⽅
々
と
ア
マ
モ
種
⼦
を
採
取
し
て
い
る
様
⼦

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

笠
岡
市
⽴
神
内
⼩
学
校

出
前
授
業

笠
岡
湾
の
環
境
や
ア
マ
モ
に
つ
い
て
知
って
も
ら
う活

動
K

as
ao

ka
Te

c.
 H

ig
h

Sc
ho

ol
里

海
交

流
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
18

/1
/2

7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動
４

２
日

目

定
植

前

７
２

日
目

定
植

す
る

苗
定

植
す

る
苗

苗
の

定
植

苗
の

定
植

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

地
域

と
連

携
し

た
ア

マ
モ

場
再

生
活

動

地
域
の
⽅
々
と
共
に
⻑
年
活
動
し
た
こ
と
に
よ
り

再
⽣
さ
れ
た
ア
マ
モ
場

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

御
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7

感
想

地
域
の
⽅
々
と
共
に
⻑
年
活
動
し
た
こ
と
に
よ
り

再
⽣
さ
れ
た
ア
マ
モ
場

○最
初

は
ア

マ
モ

に
つ

い
て

知
ら

な
い

こ
と

だ
ら

け
だ

っ
た

○森
中

憲
治

さ
ん

の
お

話
や

聞
き

書
き

の
取

組
を

終

え
て

、
ア

マ
モ

場
再

生
の

知
識

、
種

子
採

捕
の

や
り

方
を

覚
え

る
こ

と
が

で
き

た

○再
生

し
た

地
元

笠
岡

湾
の

ア
マ

モ
場

を
見

て
感

動
し

た

○私
た

ち
の

中
に

は
地

元
企

業
へ

就
職

が
決

ま
っ

て

い
る

者
も

お
り

、
今

後
も

笠
岡

湾
の

ア
マ

モ
場

再
生

に
関

わ
る

の
で

、
こ

の
経

験
を

生
か

し
た

い

K
as

ao
ka

Te
c.

 H
ig

h
Sc

ho
ol

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

18
/1

/2
7
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見
つ
め

直
そ
う
わ

た
し
た
ち
の

小
串

～
ふ

る
さ
と
小

串
の
海

を
守

る
た
め
に
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

岡
山

市
立

小
串

小
学

校
矢

野
智

美

小
串

小
学

校
の

紹
介

学
校
教
育
目
標

夢
に
向

か
い

生
き
生

き
と
学

ぶ

小
串

っ
子

を
育

て
る

少
人

数
の

よ
さ
を
生

か
す

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

推
進

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

海
を

豊
か

に
す

る
活

動
（ア

マ
モ

再
生

活
動

・体
験

活
動

）

海
岸

調
査

（
２

）　
体

種
採

取
（４

）
　
体
・
表

種
植

え
付

け
（
６

）　
体

・
表

海
釣

り
体

験
（６

）
  
体
・
表

苗
植

え
付

け
（
４

）　
体
・

表

花
枝

採
取

（
３

）　
体

・
表

海
を

き
れ

い
に

す
る

活
動

体 験 的 な 活 動 : 体 　 　 探 究 的 な 活 動 : 探 　 　 表 現 活 動 : 表

・
小

串
の

海
で

暮
ら

し
て

い
る

人
々

の
生

活
や

環
境

保
全

活
動

に
つ

い
て

聞
く

こ
と

で
、

小
串

の
歴

史
や

海
で

暮
ら

す

こ
と

の
大

変
さ

に
つ

い
て

の
知

見
を

広
め

る
。

・
ア

マ
モ

の
種

を
ポ

ッ
ト

に
植

え
付

け
方

を
聞

き
、

西
粟

倉

小
の

児
童

と
一

緒
に

植
え

付

け
る

こ
と

で
、

お
互

い
の

環

境
保

全
活

動
や

海
と

山
と

の

つ
な

が
り

を
知

り
、

ア
マ

モ
再

生
活

動
に

対
す

る
期

待
感

を
も

つ
。

自
分

た
ち

の
し

て
い

る
こ

と
を

発
信

す
る

活
動

・学
校

近
く

の
海

で
釣

り
を

す
る

こ
と

で
、

小
串

の
海

の

豊
か

さ
を

体
感

す
る

。

小
串

の
海

に
関

わ
る

人
た

ち
（
４

）
 探

・ア
マ

モ
の

種
を

採
取

し
、

ゴ

ミ
と

種
に

選
別

す
る

こ
と

で
、

良
い

種
と

あ
ま

り
よ

く
な

い

種
の

様
子

を
知

る
。

・
小

型
船

舶
で

海
洋

上
の

清

掃
活

動
を

行
う

こ
と

で
、

海

洋
上

の
ご

み
の

種
類

や
量

を
知

り
、

環
境

保
全

に
対

す

る
意

識
を

高
め

る
。

・
ア

マ
モ

と
は

何
か

本
や

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

っ
て

調

べ
、

新
聞

に
ま

と
め

、
発

表

す
る

こ
と

で
、

知
見

を
広

げ

る
。

・
海

岸
へ

行
き

、
実

際
に

海

洋
生

物
・
植

物
を

見
る

こ
と

で
、

興
味

を
も

つ
。

・
ア

マ
モ

の
花

枝
を

採
取

し
、

束
に

ま
と

め
る

こ
と

で
、

種
が

で
き

る
部

分
や

ア
マ

モ
全

体

の
に

つ
い

て
の

知
見

を
広

げ
る

。

ア
マ

モ
に

つ
い

て
調

べ
る

（３
）
　
探

・
表

小
串

に
つ

い
て

考
え

る
（
２

）

ク
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
児

島
湾

（
5
）

体
・
表

・小
串

の
海

の
好

き
な

所
や

問
題

点
な

ど
を

考
え

、
課

題

を
も

つ
。

・ア
マ

モ
の

苗
を

実
際

に
海

岸
へ

植
え

つ
け

る
こ

と
で

、

海
中

で
の

様
子

や
ア

マ
モ

の

生
態

へ
の

興
味

関
心

を
高

め
獲

る
。

・
自

宅
近

く
の

海
岸

清
掃

活

動
を

行
う

こ
と

で
、

海
岸

に

捨
て

ら
れ

て
い

る
ご

み
の

種

類
や

量
を

知
り

、
環

境
保

全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

。

・
自

分
た

ち
の

し
て

い
る

活
動

を
ま

と
め

、
発

表
し

た
り

、
質

問
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

自
分

た
ち

の
し

て
き

た
活

動
と

環
境

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
再

構
築

す
る

。

里
海

交
流

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（５
）
　
表

・
自

分
た

ち
の

し
て

い
る

活
動

を
ま

と
め

、
発

表
し

た
り

、
質

問
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

自
分

た
ち

の
し

て
き

た
活

動
と

環
境

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
再

構
築

す
る

。

・
塩

分
濃

度
を

３
種

類
用

意
し

、
ア

マ
モ

の
発

芽
・
生

育
に

ど
う

影
響

す
る

の
か

を
実

験
す

る
こ

と
で

、
ア

マ
モ

の
生

態
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

る
。

発
芽

・生
育

実
験

（
１

５
）　

探
・

表

岡
山

Ｅ
Ｓ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

（６
）
　
表

ク
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
光

南
台

（
7）

体
・

表

見
つ

め
直

そ
う

わ
た

し
た

ち
の

小
串

【
ね

ら
い

】

・
本

校
の

特
色

で
あ

る
「
海

辺
の

学
校

」
と

し
て

身
近

な
環

境
教

育
に

目
を

向
け

、
地

域
の

方
々

と
交

流
し

な
が

ら
地

域
の

自
然

の
中

で
様

々
な

体
験

活
動

を
行

い
、

自
然

を
愛

す
る

心
や

郷
土

を
誇

り
に

思
う

心
を

育
む

。

・
体

験
活

動
か

ら
得

た
体

験
的

知
識

を
も

と
に

、
一

人
ひ

と
り

が
小

串
の

海
洋

環
境

を
守

る
活

動
に

つ
い

て
の

知
見

を
深

め
、

さ
ら

に
日

本
や

世
界

の
環

境
保

全
に

つ
い

て
目

を
向

け
た

り
、

自
分

に
で

き
る

こ
と

を
実

践
し

た
り

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。
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●
海

を
き
れ

い
に
す
る
活

動

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活

動

●
海

を
豊

か
に
す
る
活

動

ア
マ
モ
再

生
活

動

●
自

分
た
ち
の

し
て
い
る
こ
と
を
発

信
す
る
活

動

Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
学

習
発

表
会

表
現
活
動

探
究
的
活
動

振
り
返
り

計
画
・
準
備

体
験
的
活
動

振
り
返
り

体
験
的
活
動

振
り
返
り

計
画
・
準
備

探
究
的
活
動

教 科 で 身 に 付 け た 知 識 や 考 え 方
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�
�

ま
�

の
取

組
成

�
�

年
　

　
度

�
取

組
内

容
�

延
べ

参
加

者
�

２
９

年
度

�

○
ア

マ
モ

種
と

り
，

保
管

　
９

５
名

（
6

/
2

0
）

�
○

海
ご

み
回

収
事

業
�

　
５

４
名

（
�

/
1

2
）

�
○

ア
マ

モ
種

の
選

別
，

種
ま

き
　

６
９

名
（

1
0

/
7

）
�

○
�

海
�

�
�

�
�

�
�

�
（

1
/
2

7
）

�
○

海
ご

み
回

収
事

業
②

　
（

3
/
6

予
定

）
　

※
未

実
施

�

２
１

８
名

�
� ※
今
後
海
ご
み
回
収
②
�

　
を
加
算
予
定
�

２
８

年
度

�

○
美

�
�

�
か

な
海

�
�

り
�

�
�

る
協

定
�

�
（

5
/
2

6
）

�
○

�
�

ア
マ

モ
�

�
ッ

ト
２

０
１

６
参

加
（

�
�

市
）

（
6

/
�

）
�

○
ア

マ
モ

種
と

り
，

保
管

　
６

９
名

（
6

/
1

8
）

�
○

海
ご

み
回

収
事

業
�

　
２

４
名

（
�

/
6

）
�

○
ア

マ
モ

種
の

選
別

，
種

ま
き

　
５

０
名

（
1

0
/
1

1
）

�
○

�
海

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
参

加
（

2
/
1

8
）

�
○

海
ご

み
回

収
事

業
②

　
４

３
名

（
3

/
7

）
�

１
８

６
名

�

２
７

年
度

�

○
公

益
法

人
お

か
や

ま
環

境
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
�

　
�

�
海

�
�

り
�

�
部

会
�

加
�

（
6

/
1

）
�

○
ア

マ
モ

場
繁

茂
状

態
と

成
熟

度
調

査
　

１
５

名
（

6
/
2

）
�

○
ア

マ
モ

種
と

り
，

保
管

　
８

０
名

 （
6

/
1

6
）

�
○

ア
マ

モ
場

�
成

�
�

�
お

�
る

事
�

�
�

 （
1

0
/
1

0
）

�
○

ア
マ

モ
種

の
選

別
，

種
ま

き
　

７
０

名
（

1
0

/
2

0
）

�
○

海
ご

み
回

収
事

業
　

１
７

名
（

3
/
1

）
�

１
８

２
名

�

２
６

年
度

�

○
ア

マ
モ

場
繁

茂
状

態
と

成
熟

度
調

査
　

８
名

 （
5

/
2

2
）

�
○

ア
マ

モ
種

と
り

，
保

管
　

１
２

名
 （

6
/
1

0
）

�
○

漁
業

者
の

研
修

会
　

９
０

名
 （

8
/
2

6
）

�
○

ア
マ

モ
種

の
選

別
，

種
ま

き
　

２
３

名
（

1
0

/
7

）
�

１
３

３
名

�

笠
岡

市
漁

協
	

青
 壮

 年
 部

�

Ｕ
Ｐ
	

Ｕ
Ｐ
	

Ｕ
Ｐ
	

さ
ら

な
る

�

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
展

開
�

か
ら

�
へ

�

笠
岡

市
漁

協
�

青
壮

年
部

�

２
漁

協
�

�
�

取
組

�
笠

岡
市

漁
協

�
大

島
美

の
浜

漁
協

�
拡  大 	

協
定

�
�

る
�

さ
ら

な
る

�
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
�

の
展

開
�

拡  大 	

漁
恥

想
iJ

笠
岡
飢
豊
か
tJ
海
を
取
り戻

す
た
め
に
，
ア
ナ
D
グ
セ
ン
サ
-0)
役
割
を
果
た
す
漁
師
が
先
頭
に
立
って

藻
場
ゃ
干
潟
0)
再
生
活
動
を
継
続
し
てし
］＜
こ
とて
，
魚
も
人
も
豊
か
tJ:
海
0)
恩
恵
を
受
け
続
け

てし
］ け
る
0)
てl
謬
し］
てし
ょ う
か
。

そう
し
てゆ
くゆ
くl
よ，
豊
か
tJ:
海
て育

す
れ
た

「笠
岡
0)
さ
か
tJ
」

とし
］う
プラ
ン
ドイ
メ

ー
須
確
立
I\.

とJ
tJ
げ
てし
］き
た
し］
と考

え
てし
］訳
す
。

漁
師
0)
チ
ャレ
ン
ジl
ょ 続

き
註
。




